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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
デスクとサイドキャビネットからなり、デスクにおけるデスク天板の下部には空間を設け
、サイドキャビネットは、本体部と該本体部の上部に昇降可能に設けた天板と、該天板の
後部に略水平状態と垂れ下がり状態に起倒可能に付設した天板フラップと、前記天板の昇
降位置を保持する手段と、前記天板フラップの略水平状態を保持する手段とからなり、前
記サイドキャビネットにおける本体部と天板の奥行きを、前記デスク天板の下部に設けた
空間の奥行きより短くし、前記天板フラップを、これを略水平状態に起立した場合にその
後端と天板の前端までの長さが、前記デスク天板の前後方向の長さと略同一長になるよう
にしたこと特徴とするサイドキャビネットを有するデスク。
【請求項２】
前記デスク天板の前端面を、その中央部が凸の円弧状に形成し、前記天板フラップの後端
面を、前記デスク天板における前端の円弧に沿った凹の円弧状に形成したことを特徴とす
る請求項１記載のサイドキャビネットを有するデスク。
【請求項３】
前記デスク天板の前端面を上下方向に対して傾斜するテーパ面に形成し、前記天板フラッ
プの後端面を、前記デスク天板の前端面に沿ったテーパ面に形成したことを特徴とする請
求項１又は２記載のサイドキャビネットを有するデスク。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明はサイドキャビネットを有するデスクに関する。
【０００２】
【従来の技術とその課題】
従来、学童用、事務用のデスクおいて、デスク本体とは別に、デスク本体の天板までの高
さよりも低い天板を有するサイドキャビネットを設け、該サイドキャビネットをデスク本
体の天板の下部の足元へ収納したり、引き出したりして使用するものや、デスク本体とは
別に、デスク本体と同じ高さの天板を有するサイドテーブルを設けて、該サイドテーブル
をデスク本体の天板に接触させて使用するものがある。
【０００３】
【課題を解決するための手段】
前記従来のサイドキャビネットにおいては、これをデスク本体より引き出してサイドテー
ブルとして使用する場合には、そのサイドキャビネットの天板上面とデスク本体の天板の
上面とに段差が生じる不都合が生じ、また、前記従来のサイドテーブルにおいては、その
不使用時にデスク本体の天板の下部へ収納できない不都合がある。
【０００４】
そこで本発明は、サイドテーブルとして使用しない場合はデスク本体の天板の下部へ収納
でき、かつサイドテーブルとして使用したい場合はデスク本体から引きだすとともにその
天板をデスク本体の天板と同一面で、かつ前後長を略同一長にして使用できるサイドキャ
ビネットを有するデスクを提供することを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記の課題を解決するために、請求項１記載の第１の発明は、デスクとサイドキャビネッ
トからなり、デスクにおけるデスク天板の下部には空間を設け、サイドキャビネットは、
本体部と該本体部の上部に昇降可能に設けた天板と、該天板の後部に略水平状態と垂れ下
がり状態に起倒可能に付設した天板フラップと、前記天板の昇降位置を保持する手段と、
前記天板フラップの略水平状態を保持する手段とからなり、前記サイドキャビネットにお
ける本体部と天板の奥行きを、前記デスク天板の下部に設けた空間の奥行きより短くし、
前記天板フラップを、これを略水平状態に起立した場合にその後端と天板の前端までの長
さが、前記デスク天板の前後方向の長さと略同一長になるようにしたこと特徴とするので
ある。
【０００６】
本発明においては、サイドキャビネットの天板を下降し、かつ天板フラップを垂れ下がり
状態に折り畳むことにより、このサイドキャビネットが小型になり、これをデスク天板の
下部の空間に収納できる。
【０００７】
また、サイドキャビネットの天板を、デスク天板と同一面位置まで上昇させてこの位置を
保持し、かつ天板フラップを略水平状態に起立させると、サイドキャビネットの作業面が
広くなる上に、デスク天板と同一面になって作業がしやすくなる。更に、天板と天板フラ
ップとがなす前後方向の長さが、デスク天板の前後方向長と略同一になり、該サイドキャ
ビネットをデスク天板の側端に並置することにより、デスク天板を側方へ延長したように
なり、作業がしやすくなる。
【０００８】
請求項２記載の第２の発明は、前記第１の発明において、前記デスク天板の前端面を、そ
の中央部が凸の円弧状に形成し、前記天板フラップの後端面を、前記デスク天板における
前端の円弧に沿った凹の円弧状に形成したことを特徴とするものである。
【０００９】
本発明においては、天板フラップを起立させてその後端面をデスク天板の前端面の側部に
当接させることにより、天板フラップとデスク天板とが接触した状態でかつサイドキャビ
ネットを、その前側が外側方に位置する傾斜状態に配置でき、サイドキャビネットが作業
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しやすい角度に配置される。
【００１０】
請求項３記載の第３の発明は、前記第１又は第２の発明において、前記デスク天板の前端
面を上下方向に対して傾斜するテーパ面に形成し、前記天板フラップの後端面を、前記デ
スク天板の前端面に沿ったテーパ面に形成したことを特徴とするものである。
【００１１】
本発明においては、天板フラップの後端をデスク天板の前端に当接した場合、夫々のテー
パ面の当接によって、垂直の隙間が生じない。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図に示す実施例に基いて本発明の実施の形態について説明する。
デスク本体１はデスク天板２の両側下面に支脚３，４が固設され、該両支脚３，４間にお
けるデスク天板２の下部には空間５が形成されている。なお、デスク天板２の下面には必
要により引き出し６が設けられている。前記デスク天板２の前端面２ａは、図１に示すよ
うに、中央部が前方へ凸の平面円弧状に形成され、かつ図２及び図８に示すように側断面
形状が、上側が前方へ突出するテーパ面に形成されている。
【００１３】
サイドキャビネット７は本体部８と、該本体部８の上部に昇降可能に設けた天板９と、該
天板９の後端に起倒可能に設けた天板フラップ１０とからなる。
本体部８は上面に中央板１１を有し、かつ複数の引き出し１２を有する箱型をなし、下端
面にキャスタ１３を備えて移動可能に形成されている。また、該本体部８を床に置いた状
態での中天板１１までの高さは、前記天板９を中天板１１上に下降させた状態で、その天
板９とともに本体部８を、前記デスク天板２の下部の空間５内に収納できる高さに設定さ
れている。更に、本体部８の奥行きは、図２に示すように、前記デスク天板２の下部の空
間５内に収まる長さに設定されている。更に、前記中天板１１の前端面１１ａは、その中
央部が前方へ突出する平面円弧状に形成されている。
【００１４】
前記天板９の平面形状は、前記本体部８の中天板１１の平面形状と略同一に形成されてお
り、その前端面９ａは、前記中天板１１の前端面１１ａと同様に前方へ突出する平面円弧
状に形成されている。該天板９の後端面９ｂは直線面で形成されている。
【００１５】
前記天板９は昇降手段１４により前記本体部８に昇降可能に備えられている。該昇降手段
１４を図９及び図１０により説明する。
前記本体部８を形成する両側板８ａの内面には案内枠１５が上下方向に取付けられており
、また、前記中天板１１における両側部、すなわち前記案内枠１５の上部に位置して穴１
６が形成されている。
【００１６】
前記案内枠１５には昇降板１７が昇降可能に備えられており、該昇降板１７の上部は前記
穴１６を通じて中天板１１から上方へ突出し、その上端には前記天板９が固着されている
。該昇降板１７にはラックプレート１８が上下方向に固着されており、また、案内枠１５
には、前記ラックプレート１８のラックに噛合するピニオン１９が備えられている。
【００１７】
前記昇降板１７の外側面上部には操作レバー２０が上下動可能に備えられており、該操作
レバー２０には連動軸２１の上端が連結されている。該連動軸２１の下端側は、昇降板１
７に回転可能に備えたストッパ２２の一端に連結されている。該ストッパ２２はＬ字形に
形成され、回転軸２３を中心として回転し、前記連動軸２１の連結端側と反対側に係止ピ
ン２４を備えている。更に、該ストッパ２２はバネ２５により、図９において、その回転
軸２３を中心として時計方向に付勢されている。
【００１８】
前記案内枠１５側には、上下方向にのこぎり刃状に多数の係止段部２６が形成されており
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、この係止段部２６に前記の係止ピン２４が係止するようになっている。すなわち、前記
連動軸２１を前記操作レバー２０により手操作で上動するとストッパ２２がバネ２５の付
勢力に抗して図９において反時計方向に回動してその係止ピン２４が係止段部２６から外
れ、操作レバー２０より手を離すと、バネ２５の付勢力によって連動軸２１が下動すると
ともにストッパ２２が図９において時計方向に回動し、その係止ピン２４が係止段部２６
に係止するようになっている。
【００１９】
前記天板９の後端にはヒンジ２７により天板フラップ１０が水平状態と垂直状態に起倒可
能に連結されている。該天板フラップ１０は、その横幅長が前記天板９の横幅長と同一で
、かつその前後長が、該天板フラップ１０を天板９の後端に水平に延設した場合に、図１
１の鎖線で示すように、その天板９と天板フラップ１０とがなす奥行きＤが、前記デスク
天板２の奥行き長Ｄと略同一長になるように設定されている。これら操作レバー２０、ス
トッパ２２、係止段部２６などにより昇降位置を保持する手段を構成している。
【００２０】
更に、天板フラップ１０の後端面１０ａの平面形状は、図３に示すように、中央部がへこ
んだ円弧状に形成され、この円弧は前記デスク天板２における前端面２ａの円弧と略合致
するように形成されている。更に、該後端面１０ａの側断面形状は、図８に示すように天
板フラップ１０の水平姿勢において、下側が後方へ突出し、かつ前記デスク天板２の前端
面２ａに沿うテーパ面に形成され、天板フラップ１０をデスク天板２の高さに合わせてこ
れらの端面１０ａ，２ａを突き合わせた場合に、これらの端面１０ａ，２ａ間に垂直の隙
間ができないようになっている。
【００２１】
前記天板９の裏面中央部には、２本の案内棧２８，２９が平行して前後方向に固設され、
該両案内棧２８，２９間に保持手段であるスライド棧３０が前後方向に移動可能に配置さ
れている。該スライド棧３０の両側面には溝３０ａが前後方向に形成され、前記案内棧２
８，２９には前記溝３０ａに嵌合する案内ピン３１が設けられており、スライド棧３０が
案内ピン３１に支承されて前後移動でき、かつ案内ピン３１によって、天板９に対するス
ライド棧３０の突出位置及び収納位置が規制されるようになっている。
【００２２】
前記天板フラップ１０の裏面には、その後縁の中央部においてストッパ３２が固設されて
おり、該ストッパ３２の裏面は、図５及び図７に示すように、その前端３２ａが天板フラ
ップ１０の裏面と略面一で、後端３２ｂが裏面側へ突出するテーパ面に形成されている。
【００２３】
尚、前記天板９の下面には脚３３が設けられている。
次に使用状態について説明する。
先ず、サイドキャビネット７の天板を使用しない場合には、天板９を最下降し、かつ天板
フラップ１０を図１，図２及び図５の実線で示すように倒してサイドキャビネット７をコ
ンパクトにして図２に示すようにデスク天板２の下部の空間５内へ収納する。
【００２４】
また、サイドキャビネット７を前記のようにコンパクトにすることにより、これを狭い部
屋での移動も容易になる。
次に、前記収納されたサイドキャビネット７を使用する場合には、そのサイドキャビネッ
ト７を前記空間５から引き出してサイドテーブルとして使用する。
【００２５】
また、その天板９をデスク天板２と同一高さで使用する場合には、操作レバー２０を手操
作で上動して連動軸２１を引き上げ、ストッパ２２を、バネ２５の付勢力に抗して図９に
おいて反時計方向に回動し、係止ピン２４を係止段部２６より外す。この状態を保持して
昇降板１７とともに天板９を引き上げ、その天板９をデスク天板２と同一面高さにして操
作レバー２０を手から離す。これにより、バネ２５の付勢力によってストッパ２２が図９
において時計方向に回動し、その係止ピン２４が、その高さ位置に対応する係止段部２６
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に係止して、その天板９の上昇位置が保持される。
【００２６】
次に天板フラップ１０を図５の鎖線に示すように水平に起こし、スライド棧３０を後方へ
引き出して、水平状態の天板フラップ１０をスライド棧３０で支承する。このとき、スラ
イド棧３０の後端３０ｂを天板フラップ１０に設けたストッパ３２の下面に係止させると
、天板フラップ１０の後端が押し上げられ、天板フラップ１０の後部がその自重で下降す
るのを抑制し、天板フラップ１０を水平姿勢に保持することができる。
【００２７】
この状態でサイドキャビネット７を図１１の実線で示すように、その天板フラップ１０の
後端１０ａをデスク天板２の前端面２ａのサイドに当接させて配置すると、該サイドキャ
ビネット７が、その天板９と天板フラップ１０からなる広い天板をデスク天板２と面一に
したサイドテーブルとして使用できる。また、このとき、天板フラップ１０の後端面１０
ａとデスク天板２の前端面２ａとが、平面的に円弧状に合致し、かつ、図８に示すように
側断面的にもテーパ面で合致し、これらの間に隙間が生じない。また、このとき、デスク
天板２の前端面２ａが平面的に円弧状に形成されているため、図１１の実線のようにサイ
ドキャビネット７を、デスク天板２の側部において、天板９の前側が外側方（図では右側
方）へ傾斜するように配置でき、サイドキャビネット７を作業がしやすい角度に配置でき
る。
【００２８】
更に、天板フラップ１０を水平に起こした状態でサイドキャビネット７を図１１の鎖線で
示すようにデスク天板２の側部に並置すると、天板９と天板フラップ１０とがなす奥行き
寸法Ｄがデスク天板９の奥行き寸法Ｄと略同一になり、広い作業面が形成される。
【００２９】
次に、前記のように天板フラップ１０を水平に起こした状態から、そのサイドキャビネッ
ト７をデスク天板２の下部空間５へ収納する場合には、先ずスライド棧３０を案内棧２８
，２９側へ手操作で押して収納する。これにより、天板フラップ１０はヒンジ２７を中心
として自重により図１及び図５の実線で示すように下方へ折り畳まれる。次で、操作レバ
ー２０を手で押し上げてストッパ２２の係止ピン２４を係止段部２６より外し、この状態
で昇降板１７とともに天板９及び天板フラップ１０を下げる。
【００３０】
このように下げると、天板９までの高さが、デスク天板２までの高さよりも低くなり、か
つサイドキャビネット７の奥行きも下部空間５の奥行きよりも短くなり、サイドキャビネ
ット７をデスク天板２の下部空間５内に収納できる。
なお、前記デスク天板２の前端面２ａと天板フラップ１０の後端面１０ａの側断面形状は
、前記図８のようなテーパ以外の形状であってもよい。
【００３１】
【発明の効果】
以上のようであるから、請求項１記載の発明によれば、サイドキャビネットにおける天板
部を使用しない場合には、サイドキャビネットをデスク天板の下部の空間に収納できる。
更に、サイドキャビネットにおける天板を上昇し、かつ天板フラップを起立させることに
より、該天板と天板フラップをデスク天板と略同一面にし、かつ天板部を広くして作業を
しやすくできる。
【００３２】
請求項２記載の発明によれば、更に、サイドキャビネットをデスク天板の前で平面的に作
業しやすい角度に配置できる。
請求項３記載の発明によれば、天板フラップをデスク天板に当接させた場合に、これらの
間に垂直な隙間が生じない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示す斜視図。
【図２】図１においてサイドキャビネットを収納した状態を示す側断面図。
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【図３】図１におけるサイドキャビネットの平面図。
【図４】図３における正面図。
【図５】図３における側面図。
【図６】サイドキャビネットにおけるスライド棧部の断面図。
【図７】同下方から見た斜視図。
【図８】サイドキャビネットにおける天板フラップとデスク天板との当接状態を示す側面
図。
【図９】サイドキャビネットにおける天板の昇降機構を示す側面図。
【図１０】図９における縦断面図。
【図１１】サイドキャビネットの使用状態を示す平面図。
【符号の説明】
１　　　　デスク
２　　　　デスク天板
２ａ　　　デスク天板の前端面
５　　　　空間
７　　　　サイドキャビネット
８　　　　本体部
９　　　　天板
１０　　　天板フラップ
１０ａ　　天板フラップの後端面
２０，２２，２６　　昇降位置を保持する手段
３０　　　天板フラップの保持手段であるスライド棧

【図１】 【図２】
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